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 むかし、男ありけり。その男、身をえうなきものに思ひなして、京にはあらじ、

あづまの方にすむべき国もとめにとてゆきけり。もとより友とする人、ひとりふ

たりしていきけり。三河の国八橋といふ所にいたりぬ。そこを八橋といひけるは、

水ゆく河のくもでなれば、橋を八つわたせるによりてなむ、八橋といひける。そ

の沢のほとりの木のかげにおりゐて、かれいひ食ひけり。その沢にかきつばたい

とおもしろく咲きたり。それを見て、ある人のいはく、 

「かきつばた、といふ五文字を句のかみにすゑて、旅の心をよめ」といひければ、

よめる。 

 

  から衣きつつなれにしつましあればはるばるきぬるたびをしぞ思ふ 

 

とよめりければ、みな人、かれいひの上に涙おとしてほとびにけり。 


